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指定管理者自己評価 市による評価

施設の設置目的や事業内容に理解を深
め適切な管理運営に努めました。

施設の設置目的をよく理解して各事業を
実施できている。また、施設の管理運営
も設置目的に沿った運営が行われてい
る。

かわら館観覧者、実習館体験者ともに3
割～4割の減少となりました。新型コロナ
ウイルス感染症による閉館や自粛による
ものが主な原因と思われますが公園利
用者は遠足のキャンセル以外は、目立っ
たほどの減少はありませんでした。次年
度も自粛による影響が出ると思います
が、感染症対策を万全にして利用者の
増加に努めたいと考えています。

新型コロナウイルスの影響により、かわ
ら館、実習館ともに大幅に利用者数が減
少した。自主事業についても多人数のイ
ベントを開催することができず、公園来
園者も減少し厳しい結果となった。今後
は、少人数での新規イベントの開催や積
極的な広報活動を行い、利用者の増加
につながるような取組に期待する。

適正に会計処理が行われたと思いま
す。今後も無駄を省くとともに、新しい企
画を考え一層の自主事業の拡充や定期
的な展示品の入替えを実施して利用者
を増やすことにより収益を伸ばして行き
たいと思います。

無駄を省くことにより経費削減が行なわ
れ、適切な執行となっている。利用者の
増加による利用料金収入及び自主事業
による収入の増加を期待したい。

指定管理者

モニタリング
の実施方針・
方法等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利
用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果
を取りまとめました。

担当部課
(問合せ先)



課題

管理運営体制 Ｂ Ｂ

管理運営業務 Ｂ Ｂ

利用業務 Ｂ Ｂ

その他業務 Ｂ Ｂ

修繕業務 Ｂ Ｂ

指定管理者自己評価 市による評価

効率的な人員配置で、運営出来たと思いま
すが、今後とも組織内研修や派遣研修を充
実させて　かわら館及び公園運営に取り組
んで行きたいと思います。

年間を通じ仕様書で定めた職員体制に
より、適正な管理運営体制が確保できて
いる。職員研修は、受講者の選定を慎重
に行い、必要な研修は積極的に行って
いただきたい。　　　　

仕様書に定めた通り　各項目において適切
に実施されたと思います。なかでも植栽管理
は、管理地及びその周辺を含め草刈り・剪定
を業務基準以上に行いました。清掃におい
ても管理地外の水路清掃など積極的に実施
しました。

管理運営業務全般に渡り、仕様書に基
づき適切に実施されている。特にバラ園
では、仕様書以上の植栽管理が行われ
ており、来園者の増加につながってい
る。

利用調整・受付業務は適切に実施されたと
思います。次年度も新型コロナウイルス感染
症による自粛の影響が出ると思いますが、イ
ベントや体験・展示に魅力のある新しい企画
を考え実施して利用者の増加をはかりたいと
思います。

利用者への対応は適切に行われている
が、新型コロナウイルスの影響が大き
く、有料施設利用者数は大幅に減少して
いる。自主事業についても、大規模イベ
ントが開催できなかったため、来園者数
も伸び悩んでいる。的確な情報提供によ
り、効果的なＰＲ活動の実施を期待した
い。

お客様のご要望に応じて休館日や時間外に
も可能な限りの対応を行っております。また
施設内での事故や災害には、常に注意を払
い有事の際は、迅速に対応できるように心掛
けています。

その他業務は、適正に業務が遂行され
ている。危機管理マニュアルも作成し、
避難訓練の実施も行われており、職員
各人の不測の事態への対応力の向上が
図られている。

閉館や自粛により計画通りに実施ができ
なかった予算を国道沿いや公園内の案
内看板の修繕や館内の菊間瓦の紹介ビ
デオの更新など比較的費用のかかる修
繕に充てました。今後とも利用者様の安
全、安心を第一に適切な修繕を実施した
いと思います。

利用者の利便性を考え、比較的費用の
かかる修繕を多く実施したことは評価で
きる。施設の老朽化が進んでいるため、
先を見据えた早目の対応を行うことによ
り、施設の安全性を確保するとともに、費
用の抑制に努めていただきたい。　　



課題

備品管理業務 Ｂ Ｂ

行政財産の目
的外使用許可
手続業務

B Ｂ

自主事業 Ｂ Ｂ

地域団体との
連携

Ｂ Ｂ

利用者
アンケート

Ｃ Ｃ

指定管理者自己評価 市による評価

新型コロナウイルス感染症により計画通
りに実施できなかった予算を感染症対策
の備品購入に充てることにしました。管
理においては備品台帳に沿って適切に
管理、整備されていると思います。

備品管理については適正に行われて
いる。新規備品の購入についても、
優先順位をつけ積極的に購入したこ
とは評価できる。

施設の設置目的の範囲内において　適
切な業務が行われたと思います。

自動販売機について適正な対応ができ
ている。

新型コロナウイルス感染症による閉館や
自粛により計画通りの実施はできません
でした。次年度も自粛による影響が出る
と思われますが、感染症対策を万全にし
て集客力のある魅力的な事業を展開し
たいと考えております。

新型コロナウイルスの影響は大きいと思
うが、少人数でのイベントを開催するな
ど工夫し、公園利用者の増加を希望す
る。今後は新たな来園者の確保や施設
の情報発信のためにも、積極的に新しい
事業に取り組んでいただきたい。

職場体験の受け入れや学校や施設等の
イベントには粘土細工の出張体験などで
積極的に参加をして連携・交流を図って
おります。また地域活動にも可能な限り
参加し交流を深めております。

地域団体とは従来どおり良好な関係が
維持できている。今後は新たな団体との
協働も進めて、更なる情報交換や地域
交流を深めていくことを期待したい。

本年度は新型コロナウイルス感染症に
よる閉館や自粛による自主事業等が計
画通り行えずアンケートの計画通りの回
収ができませんでした。次年度は回収方
法の改善を考えて実施したいと思いま
す。

アンケート内容も問題なく、利用者から
のアンケート結果も、概ね満足であると
の回答が多数を占めている。アンケート
件数が少ないので、イベント時を活用す
るなど、1人でも多くの利用者にアンケー
トを実施し、アンケート結果を分析したう
えで、利用者のサービス向上に努めてい
ただきたい。



課題

事故・苦情 Ｂ Ｂ

指定管理者の
経営状態

指定管理者自己評価 市による評価

公園の巡回回数を増やし安全管理に努
めました。今後も事故・苦情には迅速に
対応が出来るように努めます。

定期点検や園内巡視により、危険箇所
及び修繕箇所を把握し、事故を未然に
防止することができている。引き続き、危
険箇所の点検を十分に行い、維持管理
体制の更なる強化に努めていただきた
い。

適正である

総　合　コ　メ　ン　ト　（市）

　指定管理者は、施設の特性を踏まえた管理運営に努めており、指定管理業務の履行が適切に実施されていると認められる。特
にバラ園での植栽管理は充実しており、来園者の増加につながっている。また、施設の老朽化に伴う修繕業務も計画的に実施さ
れ、利用者への安全性・利便性を考慮した取り組みが実施されている。しかし、かわら館観覧者、実習館体験者数ともに減少傾向
が続いており、有効な対策が行えていない。今後は展示物の変更を行い、新しい企画展やイベントを開催するなどして、リピーター
の確保や新規利用者が増加するような取り組みを進めていただきたい。　　


